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■
相
談
内
容
■ 

　
結
婚
式
の
相
談
会
で
「
今
な
ら
割
引
が
あ
る
」
と
勧
め
ら
れ
、

1
年
後
に
利
用
す
る
契
約
を
申
し
込
ん
だ
。
し
か
し
、
他
の
結
婚

式
場
も
見
て
も
う
一
度
考
え
直
し
た
い
と
思
い
、
契
約
か
ら
2
日

後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
を
申
し
出
る
と
、
5
万
円
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を

請
求
さ
れ
た
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、
消
費
者
契
約
法
で
は
平
均

的
損
害
を
超
え
る
額
は
無
効
だ
と
書
い
て
あ
る
。
1
年
後
の
利
用

で
損
害
が
あ
る
と
も
思
え
な
い
し
、
高
額
な
違
約
金
を
請
求
す
る

の
は
お
か
し
い
。（
20
歳
代　
男
性
）

■
ア
ド
バ
イ
ス
■

　
相
談
者
に
は
、
消
費
者
契
約
法
（
※
）
で
平
均
的
損
害
額
を
超

え
る
部
分
は
無
効
だ
と
い
う
裁
判
例
も
あ
る
が
、
事
業
者
が
応
じ

な
い
場
合
に
は
、
最
終
的
に
は
司
法
の
判
断
と
な
る
と
説
明
し
ま

し
た
。
ま
た
、
契
約
書
な
ど
を
持
参
す
れ
ば
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
事
業
者
へ
の
あ
っ
せ
ん
は
可
能
だ
が
、
事
業
者
へ
の
規
制
は
で

き
な
い
の
で
、
ま
ず
は
、
消
費
者
契
約
法
の
考
え
を
も
と
に
、
キ
ャ

ン
セ
ル
料
支
払
い
拒
否
の
交
渉
を
し
て
み
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

　
結
婚
式
に
関
す
る
契
約
は
、
一
般
的
に
、
契
約
締
結
か
ら
当
日

ま
で
の
期
間
が
長
く
、
予
期
し
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
り
、
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね
る
中
で
式
場
へ
の
不
信
感
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
に
至
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
契
約
を
急
が
さ
れ
て
も
、
そ
の
場
で
サ
イ
ン
を
し
た
り
、
申
込

金
を
支
払
っ
た
り
せ
ず
、
持
ち
帰
っ
て
し
っ
か
り
検
討
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
契
約
を
締
結
す
る
前
に
、
契
約
の
成
立
時
期
や
キ
ャ

ン
セ
ル
料
が
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
契
約
後
も
、
式
場
担
当
者
に
式
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
予
算

を
伝
え
、
こ
ま
め
に
概
算
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
担
当
者

と
の
意
思
疎
通
を
積
極
的
に
図
り
、
信
頼
関
係
を
高
め
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
事
業
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
■

海
田
町
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー　
☎
8
2
3
ー
9
2
1
9

　
受
付
◆
月
～
金
曜
日
9
時
～
17
時
（
祝
日
を
除
く
）

　
場
所
◆
生
活
安
全
課
（
役
場
２
階
）

広
島
県
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
2
2
3
ー
6
1
1
1

　
受
付
◆
月
～
金
曜
日
9
時
～
17
時
（
祝
日
を
除
く
）

　
場
所
◆
広
島
市
中
区
基
町
10
ー
52
（
県
庁
農
林
庁
舎
1
階
）

くらしの中の消費者トラブル
生活安全課　☎ 8 2 3 − 9 2 1 9

　　　　　　　　蕭 8 2 3 − 7 9 2 7

「結婚式に関するトラブルに遭わないために」
（広島県生活センター発行「くらしのフレッシュ便184号」より転載）

海
田
町
長

 

西
田
祐
三

町
長
コ
ラ
ム

先
人
の
志
を
受
け
継
ぐ

　
と
て
も
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
4
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
50
回
織

田
幹
雄
記
念
国
際
陸
上
競
技
大
会
」
に

お
い
て
、海
田
小
学
校
、海
田
南
小
学
校
、

広
島
国
際
学
院
高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒

が
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
と
1
0
0

メ
ー
ト
ル
走
の
競
技
で
上
位
入
賞
の
成

績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
小
学

生
男
子
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
は
、

海
田
南
小
学
校
チ
ー
ム
が
第
1
位
に
輝

き
ま
し
た
。

　

織
田
幹
雄
記
念
国
際
陸
上
競
技
大
会

は
、
今
大
会
で
50
回
目
を
迎
え
、
織
田

幹
雄
氏
の
故
郷
で
半
世
紀
の
歴
史
を
刻

ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
地
元
ジ
ュ
ニ
ア
勢
の
陸

上
界
で
の
登
竜
門
と
な
っ
て
お
り
、
日

本
を
代
表
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
為
末
大

さ
ん
や
山
縣
亮
太
さ
ん
も
小
中
学
生
の

と
き
、
織
田
幹
雄
記
念
国
際
陸
上
競
技

大
会
の
舞
台
を
踏
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
人
初
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
織
田
幹

雄
氏
は
、
海
田
町
に
住
む
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
あ
こ
が
れ
の
大
先
輩
で
す
。

町
内
小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
織
田

幹
雄
氏
の
紹
介
文
を
書
い
た
り
、
外
国
人

留
学
生
に
英
語
で
紹
介
し
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
を
通
し
て
織
田
幹
雄
氏
の
ア

ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
偉
大
さ
や
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
を
持
っ
た
「
世
界
人
」
と
し

て
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
見
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
う
い
っ
た
機
会
に

織
田
幹
雄
氏
の
生
き
方
や
考
え
方
に
ふ

れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
織
田
幹
雄
氏
の

志
を
受
け
継
ぎ
、
将
来
に
向
け
て
は
ば

た
い
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

織
田
幹
雄
氏
の
言
葉
に
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
何
事
に
よ
ら
ず
、
一
芸
に
到
達
し
よ

う
と
す
る
に
は
、
そ
の
道
に
精
進
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
こ
れ
が
研
究
に
専
心
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の

よ
う
に
し
て
、私
の
跳
躍
は
、一
つ
一
つ
、

体
験
の
上
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。

（『
私
の
信
条
』
1
9
5
7
年　
ダ
ヴ
ィ
ッ

ド
社
）」

　
今
年
は
、
海
田
町
が
町
制
を
施
行
し
て

60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
織
田
幹
雄
氏
を
は

じ
め
、
先
人
の
志
を
受
け
継
い
だ
歴
史

が
積
み
重
な
っ
て
今
の
海
田
町
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
歴
史
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
海
田
町
の
将
来
に
向
け
て
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み
を
一
つ
一
つ
確
実

に
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　４月15日、「株式会社　マルヒガシ海苔」の皆さんを
訪ねました。この日は社長、営業兼海苔仕入担当課長が
参加。懇談では、海田の海苔産業の話や、町制施行60周
年の節目の年に、改めて町の歴史を知り、海田町の特色
を出していくことの必要性などについて話しました。

町長のまちなか散歩「株式会社 マルヒガシ海苔」報告

◀「町長のまちなか散歩」のようす

４月29日（金・祝）　広島広域公園（エディオンスタジアム広島）

第50回織田幹雄記念国際陸上競技大会

　先月16日、行政相談委員全体会議において、奥田克江さんに中国四国管区行政評価局長感謝状が贈呈されま
した。
　奥田さんは、行政相談委員として毎月１回海田町福祉センターで行政相談を行うなど、行政に関する町民の
悩みの解決に尽力されています。今回の贈呈は、こうした功績が認められたことによるものです。

「中国四国管区行政評価局長感謝状」贈呈

　平成28年熊本地震による被災者に対する保健医
療確保のため、県保健師と県内市町保健師がペア
を組んだ形で派遣されました。町からは先月４～
10日に斎木保健師が派遣され、上益城郡甲佐町の
避難所を訪問し、被災者の健康相談や健康チェッ
クなどを行いました。

被災地の復興のために
平成28年熊本地震　職員派遣

　お預かりした義援金は、日本赤十字社を通じて被災地
支援に使われます。

受け付け　
海田町役場、海田町社会福祉協議会（福祉センター内）
　８時30分～17時（月～金曜日※祝日は除く）
各公民館
　８時30分～17時（月～土曜日※祝日は除く）
図書館
　９時30分～19時（火～金曜日）
　９時30分～17時（土・日曜日、祝日）
ひまわりプラザ
　９時～17時（月～土曜日※祝日は除く）

義援金総額（５月13日までの累計）
　1,472,618円
問い合わせ　社会福祉課　　　☎823-9207
　　　　　　社会福祉協議会　☎820-0294

成績（８位以上　入賞分）
　小学生男子４×100ｍリレー（タイムレース）
　　１位　海田南　（酒井、大中、朝妻、大野）
　　５位　海田　　（因幡、西田、江口、植田）

　高校男子４×100ｍリレー（タイムレース）
　　４位　広島国際学院　（日隅、天野、中山、天野）

　小学生男子100メートル
　　６位　大野　愛翔　（海田南小学校）

平成28年熊本地震義援金を
受け付けています

▲町長（中）・副町長（左）に報告をする斎木
保健師（右）


